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令和8年度　水単第10号　市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)

令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

いちき串木野市　恵比須町外　地内

図　示

平　面　図

全　　4　　葉　　　　　第　　1　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

配水管布設工　HPPEφ200　L=61.5m、HPPEφ150　L=63.1m

[市道　郷之原がた下線] 施工延長　L=140.8m

仕切弁設置工φ150×4基、φ50×1基、消火栓設置工φ75×1基、給水件数2件

配水管布設工　HPPEφ200　L=61.5m、HPPEφ150　L=63.1m、HPPEφ100　L=1.4m

[市道　郷之原がた下線] 施工延長　L=140.8m

仕切弁設置工φ150×4基、φ50×1基、消火栓設置工φ75×1基、給水件数2件
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令和8年度　水単第10号

市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)
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※舗装厚は原形復旧とするものとする

市道郷之原がた下線(2工区)　配管詳細図
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H=1000(想定)

令和8年度　水単第10号　市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)

令和8年度　水単第10号

市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)
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令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市
令和8年度　水単第10号

いちき串木野市　恵比須町外　地内

図　示

平　面　図

全　　4　　葉　　　　　第　　3　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)
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メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振上・振戻)(VB)

メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振上・振戻)(VB)

EFチーズ(両受)φ75×φ50

EFソケットφ50

EFベンド(両受)φ50×22 1/2°

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50インコア付(ポリ管用)

異種管用メカ形曲管φ50×45°(P×V)

メカ形曲管φ50×45°(塩ビ管用)

VSジョイントφ50

メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振上・振下)(CB）

メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振下・振戻)(CB)

メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振上・振下)(CB）

EFベンド(両受)φ75×22 1/2°

異種管用メカ型曲管φ75×45°(P×V)

メカ形曲管φ75×45°(塩ビ管用)
サドル分水栓φ75(P)×φ40
SKX分止水栓用ソケットφ40(V)

EFチーズ(両受)φ75×φ75

EFソケットφ75

HIベンドφ40×22 1/2°

青銅製仕切弁φ40(仕切弁BOX H=800)
おねじ付ソケット(V)

コア抜き工 コア抜き工

メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
メカ形曲管φ75×45°(ポリ管用)
(振下・振戻)(CB)

EFチーズ(両受)φ75×φ50

メカ形ソフトシール仕切弁φ75（左締）
(仕切弁BOX H=800)

VSジョイントφ75

異種管用メカ型曲管φ50×45°(P×V)

メカ形曲管φ50×45°(塩ビ管用)

VSジョイントφ50

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50インコア付(ポリ管用)

EF片受レデューサφ75×φ50

EFソケットφ75

MCユニオンφ50
圧着防護

HIエルボφ25

HIエルボφ25

EFソケットφ75

B.P
[市道　別府島平線]

E.P
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HIソケットφ40×φ25

さや管(鋼管125A)
材料支給

実 施 設 計 図

令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

いちき串木野市　恵比須町外　地内

図　示

配管詳細図

全　　4　　葉　　　　　第　　4　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

令和8年度　水単第10号

市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)

令和8年度　水単第10号　市道郷之原がた下線配水管布設替工事(2工区)

市道郷之原がた下線(1工区)　配管詳細図
S=1:250
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